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第四次
産業革命に
挑む

かつてないスピードで進む技術革新は、
逆転のチャンスでもある。
日本が採るべき成長戦略と
そこで直面する課題を考える。



　

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
を
中

心
と
し
た
急
速
な
技
術
革
新
は
、
第
四
次

産
業
革
命
と
も
呼
ば
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
や
社
会
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
米
国
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
企
業
が
世
界
を
席
巻
す
る
な

か
、
日
本
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
世
界
で

存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う

い
っ
た
成
長
戦
略
が
必
要
と
な
る
の
か
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
技
術
の
社
会
実

装
、
知
的
財
産
制
度
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

促
進
、
人
材
育
成
の
五
つ
の
視
点
か
ら
、

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
日
本
が
直
面

す
る
課
題
と
、
そ
れ
を
克
服
し
、
成
長
に

つ
な
げ
る
た
め
の
戦
略
の
道
筋
を
考
え

る
。
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第
四
次
産
業
革
命

に
挑
む



　

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
そ
し

て
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
っ
た
技
術
革
新
は
第
四
次
産
業
革
命
と

呼
ば
れ
、
世
界
の
経
済
勢
力
図
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
今
後
、

日
本
が
世
界
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
確
立
し
、
世
界
に
貢
献
し
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
、
提
言
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
大
前
提
を
明
確
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
商
業

利
用
に
関
し
て
、
日
本
社
会
は
あ
く
ま
で
投
機
的
な
関
心
し
か
も
た

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
見
逃
し
、
敗

戦
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
米
国
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

企
業
が
世
界
を
席
巻
し
、
例
え
ば
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｇ
（Facebook, 

Apple, Am
azon, Netflix, Google

）
と
呼
ば
れ
る
企
業
群
の
時
価

総
額
は
約
三
〇
〇
兆
円
に
も
な
る
。
物
理
的
で
目
に
見
え
る
モ
ノ
の

「
リ
ア
ル
経
済
圏
」
に
加
え
、
デ
ー
タ
や
ア
イ
デ
ア
と
い
っ
た
目
に

は
見
え
な
い
モ
ノ
が
行
き
交
う
「
サ
イ
バ
ー
経
済
圏
」
が
重
要
性
を

増
し
て
い
る
の
だ
が
、
サ
イ
バ
ー
経
済
圏
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感

は
非
常
に
小
さ
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

企
画
に
当
た
って

第
四
次

産
業
革
命
、

個
の
力
を

引
き
出
せ

―
誰
も
が
活
躍
で
き
る

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
の
時
代

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
邪
魔
し
な
い
環
境
を
作
る

　

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
と
は
何
か
？

　

Google

の
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
大
学
院
生
の
研
究
か
ら
始
ま
っ

た
。
膨
大
な
情
報
の
索
引
を
作
る
と
い
う
、
誰
で
も
思
い
付
き
そ
う

な
ア
イ
デ
ア
を
技
術
と
格
闘
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
。Facebook

創
業
者
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
も
、
学
生
同
士
を
結
び
つ
け

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
、
試
行
錯
誤
の
う
え
自
分
で
作
っ
た
。
つ
ま
り
、
さ
さ

や
か
な
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
き
、
成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
実
行
し
た
人
間
だ
け
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
の

で
あ
る
。
起
点
と
な
る
の
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
る
個
人
だ
。
い
ま
や

Ｉ
Ｔ
に
限
ら
ず
、
バ
イ
オ
で
も
材
料
で
も
、
一
、
二
人
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
ア
イ
デ
ア
さ
え
思
い
付
け
ば
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
世
界
中
か
ら

調
達
で
き
る
。

　

本
号
の
識
者
の
一
人
で
あ
る
根
来
龍
之
氏
（
早
稲
田
大
学
）
は
、

日
本
の
厳
し
す
ぎ
る
規
制
と
問
題
の
事
前
解
決
を
重
視
し
す
ぎ
る
文

化
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
、徳
田
英
幸
氏
（
情
報
通
信
研
究
機
構
）

は
社
会
的
規
模
の
実
証
環
境
の
提
供
を
訴
え
る
。

　

両
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
日
本
に
必
要
な
の
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

金
丸
恭
文

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
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フ
ュ
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チ
ャ
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よ
く
耳
に
す
る
が
、
い
ま
の
日
本
の
大
学
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
決
定

的
に
不
足
し
て
お
り
、
単
純
に
基
礎
研
究
予
算
を
増
や
す
だ
け
で
は

効
果
を
期
待
で
き
な
い
。
多
く
の
大
学
は
特
徴
を
打
ち
出
せ
ず
、
学

部
学
科
の
構
成
や
教
員
・
学
生
の
配
分
も
昔
の
ま
ま
だ
。
こ
れ
で
は

長
期
的
な
リ
タ
ー
ン
ど
こ
ろ
か
、
短
期
的
な
リ
タ
ー
ン
も
生
み
出
せ

な
い
。
学
長
や
学
部
長
は
そ
の
組
織
に
所
属
す
る
教
員
の
利
害
を
代

表
し
て
選
ば
れ
る
た
め
、
本
質
的
な
改
革
が
行
な
わ
れ
に
く
い
。
激

変
す
る
外
部
環
境
に
目
を
向
け
る
た
め
に
は
、
社
外
取
締
役
の
よ
う

な
内
部
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
な
い
意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
仕
組
み

を
取
り
入
れ
、
社
会
や
技
術
の
変
化
に
対
応
す
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
は
、
起
業
志
望
者
と
研
究
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
、
大
学
が
担に

な

う

べ
き
役
割
と
し
て
重
要
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
政
府
の
予
算
配
分
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
米
国
等
と

比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
予
算
を
、
さ
ら
に
省
庁
間
で
取
り
合
い

分
割
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
戦
略
的
に
意

味
の
あ
る
投
資
に
な
っ
て
い
な
い
。
清
水
洋
氏
（
一
橋
大
学
）
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
幹
の
太
い
技
術
を
育
て
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要

だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
し
た
人
材
の
育
成
も
不
可
欠
だ
。
竹
村
彰
通
氏
（
滋
賀
大
学
）
が

紹
介
し
て
い
る
滋
賀
大
学
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
設
け
、

コ
ン
バ
レ
ー
や
イ
ン
ド
だ
け
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
起
点
と
な
る
の
は
個
人
だ
。

　

す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
技
術
革
新
が
進
む
現
在
は
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
を
起
こ
し
や
す
い
。
い
ま
か
らGoogle

は
作
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
異
な
る
競
争
ド
メ
イ
ン
な
ら
い
く
ら
で
も
勝
ち
目
は
あ
る
。

ひ
ら
め
き
を
も
っ
た
世
界
中
の
個
人
に
と
っ
て
、
久
々
に
巡
っ
て
き

た
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

大
人
が
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
経
験
や
カ
ネ
を
若
者
に
供
与
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
に
徹
す
る
か
。
日
本
が
第
四
次
産
業
革
命
に
乗
れ
る
か
ど

う
か
は
、
そ
れ
に
か
か
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
活
用
人
材
の
養
成
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
よ
り
具

体
的
な
大
学
の
特
徴
付
け
は
、
優
秀
な
学
生
を
集
め
る
た
め
に
も
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。

個
人
が
起
点
と
な
る

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
の
時
代

　

い
ま
の
日
本
に
は
、
硬
直
化
し
た
法
規
制
や
新
技
術
へ
の
抵
抗
感

な
ど
、
高
齢
化
社
会
特
有
の
弱
点
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
若
年
層
に

目
を
向
け
れ
ば
、
各
分
野
に
は
素
晴
ら
し
い
人
材
が
た
く
さ
ん
い
る
。

世
界
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
入
賞
す
る
中
学
生
、

国
際
大
会
で
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
等
々
、
優
秀
な
人
材
は
シ
リ

邪
魔
を
せ
ず
、
自
由
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
だ
。
そ

の
一
例
と
し
て
は
、
内
閣
府
の
開
催
す
る
未
来
投
資
会
議
が
制
度
化

を
提
言
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
型
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
近
未
来
技
術
に
つ
い

て
、
柔
軟
に
規
制
を
緩
和
し
て
実
証
実
験
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
た

め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
利
用
者
も
、
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
う
え
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
て
参
加
す
る
こ

と
が
特
徴
だ
。

　

林
い
づ
み
氏
（
桜
坂
法
律
事
務
所
）
が
主
張
す
る
の
は
、
新
た
な

情
報
財
と
し
て
の
デ
ー
タ
活
用
で
あ
る
。
日
本
社
会
は
、
政
府
や
関

係
官
庁
の
稚ち

拙せ
つ

さ
も
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
活
用
に
対
す
る
不
信
感
が
根

強
い
。
だ
が
、
過
剰
な
保
護
は
サ
イ
バ
ー
経
済
圏
で
の
活
動
を
阻
害

す
る
可
能
性
が
高
い
。
消
費
者
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
先
進
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
せ
る
環
境
を
整

備
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

大
学
を
改
革
せ
よ

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
の
両

輪
が
欠
か
せ
な
い
。
大
学
で
の
基
礎
研
究
を
重
視
せ
よ
と
い
う
声
を

金
丸
恭
文
（
か
ね
ま
る
・
や
す
ふ
み
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
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。
フ
ュ
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式
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代
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締
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長
兼
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長　

グ
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Ｃ
Ｅ
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内
閣
府
規
制
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革
推
進
会
議
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長
代

理
、
内
閣
官
房
働
き
方
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革
実
現
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。
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日本は
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
採
る
べ
き
か
。

そ
の
際
に
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克
服
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 日

本
の
得
意
を
生
か
す

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス

根
来
龍
之

早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル 

教
授

は
通
信
を
担
う
車
載
シ
ス
テ
ム
と
、
エ
ン
ジ
ン
等
の
制
御
系
の
組
み
込
み
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
後
者
は

日
本
が
一
人
勝
ち
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
に
力
を
発
揮
す
る
。
Ｉ
Ｔ
企
業
だ
け
で
は
、

安
全
性
が
特
に
重
要
と
な
る
自
動
車
の
開
発
・
製
造
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
日
本
は
伝
統
的
に
、

機
能
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
気
遣
い
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
な

洗
練
化
は
得
意
だ
。
こ
う
し
た
点
を
生
か
し
、
介
護
・
救
助
等
、
特
殊
化
さ
れ
た
用
途
の
ロ
ボ
ッ
ト
分

野
で
も
優
位
に
立
て
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
定
義
を
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
の
土
台
と
な
る
も
の
」
と

少
し
広
く
解
釈
す
れ
ば
、
日
本
企
業
が
強
み
を
発
揮
で
き
る
分
野
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
世
界
市
場
で
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
・
提
供
を
進
め
市
場
で
鍛

え
ら
れ
て
強
く
な
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
現
在
の
日
本
を
見
る
と
、
厳
し
す
ぎ
る
規
制
と
、
問
題

の
事
前
解
決
を
重
視
し
す
ぎ
る
文
化
が
壁
と
な
る
。
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
積
極
的
に
試
せ
る
「
レ
ギ
ュ
ラ

ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
（
現
行
の
法
規
制
の
一
時
的
な
停
止
）」
と
呼
ば
れ
る
制
度
の
活
用
が
鍵

と
な
ろ
う
。

Ｉ
Ｔ
と
経
営
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
研
究
で
日
本
の
経
営
学
界
を
け
ん
引
。
京
都
大
学
文
学

部
哲
学
科
卒
業
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
修
了
。
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
、
英
ハ
ル
大
学
客
員
研

究
員
、
文
教
大
学
等
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
現
職
。
同
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
前
研
究
科
長
。
早
稲
田
大
学
Ｉ
Ｔ
戦
略

研
究
所
所
長
。
経
営
情
報
学
会
会
長
、
国
際
Ｃ
Ｉ
Ｏ
学
会
副
会
長
、
組
織
学
会
理
事
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
協
議
会
顧
問
な
ど
を
歴
任
。

経
営
情
報
学
会
論
文
賞
を
三
度
受
賞
。『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
教
科
書
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
著
作
多
数
。

本
は
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
ビ
ジ
ネ
ス
で
遅お

く

れ
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
分
野
を
代
表

す
るGoogle

は
、
ネ
ッ
ト
経
由
で
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
の
た
め
に
ア
ク
セ
ス
す
る
消
費
者

向
け
の
情
報
ハ
ブ
を
提
供
す
る
こ
と
で
圧
倒
的
な
競
争
力
を
誇
る
。
こ
こ
五
～
一
〇
年
程

度
の
展
望
で
は
、
日
本
は
言
語
の
問
題
や
開
発
体
制
で
優ま

さ

る
米
国
に
こ
の
分
野
で
は
勝
つ
こ
と
は
で
き

ず
、
世
界
的
に
競
争
優
位
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
圧
倒
的
な
国
内
市
場
規
模
を
有

す
る
中
国
に
も
勝
つ
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
ほ
か
に
も
多
様
な
種
類
が
あ
る
。
日
本
が
世
界
に
誇
る
ゲ
ー
ム

機
も
そ
う
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
利
用
さ
れ
る
汎は

ん

用よ
う

部
品
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

　

で
は
、
日
本
企
業
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
特
定
の
分
野
に
特
化
し
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
な
ら
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
コ
マ
ツ
は
、
建
機
の
分
野
で
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
」
と
い
う
優す

ぐ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
運
転
に
関
し
て
も
、
自
動
車
に

日
根
来
龍
之
（
ね
ご
ろ
・
た
つ
ゆ
き
）

Kevin Kelly〔2016〕

The Inevitable: Understanding the 12 Technological Forces
That Will Shape Our Future

Viking  
ケヴィン・ケリー〔2016〕『〈インターネット〉の次に来るもの―未来を決める 12 の法則』

服部桂（翻訳）、NHK 出版
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
採
る
べ
き
か
。

そ
の
際
に
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克
服
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 技

術
と
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

知
的
共
創
社
会
の
創
出
へ

徳
田
英
幸

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構

理
事
長

　

他
方
、
技
術
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
が
、
人
び
と
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
変
わ
る
の
に

は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
技
術
と
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
輪
で
進
め
な
け
れ
ば
、
豊
か

な
未
来
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
描
け
な
い
。
新
し
い
技
術
の
受
け
入
れ
を
可
能
と
す
る
制
度
や
法
律
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
た
め
に
は
、
社
会
的
規
模
で
の
実
証
実
験
を
許
容
す
る
実
証
環
境
の
提
供
が

喫き
つ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
新
し
い
技
術
が
人
び
と
の
意
識
や
価
値
観
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
と
い
っ
た
本
質
的
な
変
化
を
一
人
ひ
と
り
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
論
で
知
ら
れ

た
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
技
術
で
創
り
出
さ
れ
た
人
工
物
（
メ
デ
ィ
ア
）
を
理
解
す
る
四
つ
の
視
点
を
示
し

た
。
そ
れ
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
何
を
強
化
す
る
か
」「
衰
退
さ
せ
る
か
」「
回
復
さ
せ
る
か
」「
何
に
転
じ

さ
せ
る
か
」
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
／
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
質
的
な
理
解
が
社
会
の
新
し
い
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
理
解
や
技
術
と
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
、
実
証
環
境
が
提

供
で
き
る
国
と
、
そ
う
で
な
い
国
と
の
あ
い
だ
に
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ
、
そ
れ
は
国
際
競

争
力
の
格
差
へ
と
進
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
Ｏ
Ｓ
、
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
研
究
分
野
を

リ
ー
ド
し
、
受
賞
歴
多
数
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
計
算
機
科
学
科
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
．

取
得
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
計
算
機
科
学
科
研
究
准
教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。

慶
應
義
塾
常
任
理
事
、
同
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
委
員
長
、
環
境
情
報
学
部
長
等
を
歴
任
。
日
本
学
術
会

議
会
員
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
長
、
重
要
生
活
機
器
連
携
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
議
会
会
長
な
ど
を
務
め
る
。

四
次
産
業
革
命
後
の
社
会
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
実
空
間
の
融
合
が
加
速
し
、
人
間
と
機

械
の
「
知
的
共
創
社
会
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
技
術
の
進
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

が
、
未
来
社
会
の
実
現
の
要か

な
めで
あ
る
。
一
部
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
「
人
間
対
機
械
」
と
い

う
対
立
や
溝
が
生
じ
る
の
は
、
技
術
の
社
会
的
な
受
容
性
の
低
さ
だ
け
で
な
く
、
技
術
自
体
が
未
成
熟

で
あ
っ
た
り
、
社
会
制
度
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
自
動
運
転
技

術
の
場
合
、
社
会
的
な
受
容
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
道
路
交
通
法
や
保
険
制
度
な
ど
の
改
革
が
必
須

で
あ
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
体
の
安
全
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
検
証
さ
れ
て
い
る
べ
き
で

あ
る
。

　

新
し
い
技
術
が
人
間
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
す
る
に
は
、
技
術
の
「
か
た
ち
」
を
適
応
さ
せ
、

社
会
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
に
変
え
て
い
く
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
シ
ェ
イ
ピ
ン
グ
」
を
積
極
的
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

徳
田
英
幸
（
と
く
だ
・
ひ
で
ゆ
き
）

Marshall McLuhan・Eric McLuhan〔1988〕

Laws of Media: The New Science
University of Toronto Press

マーシャル・マクルーハン、エリック・マクルーハン〔2002〕『メディアの法則』
高山宏（監修）、中澤豊（翻訳）、NTT 出版
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
採
る
べ
き
か
。

そ
の
際
に
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克
服
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 新

た
な
情
報
財
と
し
て
の
デ
ー
タ
、

活
用
最
優
先
の
制
度
を

林 

い
づ
み

桜
坂
法
律
事
務
所

弁
護
士

『「人工知能と人間社会に関する懇談会」報告書』
2017 年 3 月 24 日，内閣府

http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/ai/summary/aisociety_jp.pdf

「
新
た
な
情
報
財
」
の
取
り
扱
い
が
、
現
在
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
一

般
に
つ
い
て
排
他
的
（
独
占
的
）
な
知
的
財
産
権
や
行
為
規
制
法
を
創
設
す
る
例
は
国
際
的
に
も
な
い
。

日
本
独
特
の
デ
ー
タ
独
占
権
や
デ
ー
タ
規
制
の
創
設
は
、
予
測
可
能
性
や
取
引
の
安
全
に
反
し
、
か
え

っ
て
デ
ー
タ
流
通
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
財
に
着
目
し
た
規
制
は
、
ま
ず

は
現
行
の
営
業
秘
密
保
護
を
拡
充
し
、
法
改
正
は
、
標
的
型
攻
撃
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
脅
威
対

策
の
観
点
か
ら
、
暗
号
化
解
除
等
の
悪
質
性
の
高
い
行
為
を
不
正
競
争
行
為
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
。

　

む
し
ろ
、
い
ま
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
活
用
最
優
先
の
制
度
の
構
築
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
営
業
秘

密
や
個
人
情
報
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
切
り
分
け
る
等
の
柔
軟
な
契
約
交
渉
に
よ
り
デ
ー
タ
利
活
用
権
限

を
明
確
化
し
た
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（Personal Data Store

）
や
情
報
銀
行
（
個
人
情
報
保
護
法
の
個
人
デ

ー
タ
の
「
本
人
同
意
に
基
づ
く
第
三
者
提
供
」）
な
ど
の
デ
ー
タ
流
通
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
消

費
者
の
同
意
や
信
頼
確
保
を
め
ざ
す
指
針
の
普
及
や
本
人
関
与
の
下
で
の
官
民
デ
ー
タ
活
用
を
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

国
内
・
国
外
の
企
業
法
務
や
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談
、
契
約
交
渉
、
紛
争
解
決
を
数
多
く
手
が
け
る
。
検
察
庁
検
事
を

経
て
一
九
八
七
年
弁
護
士
登
録
。
規
制
改
革
会
議
・
同
推
進
会
議
委
員
や
知
的
財
産
戦
略
本
部
委
員
な
ど
、
政
府
会
議
メ

ン
バ
ー
も
務
め
つ
つ
中
央
大
学
法
科
大
学
院
な
ど
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭も
執
る
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
。
ほ
か
弁
護
士
知
財
ネ
ッ
ト
事

務
局
長
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
委
員
、「
人
工
知
能
と
人
間
社
会
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
な
ど
も
務
め
る
。

知
財
・
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
モ
デ
レ
ー
タ
・
講
演
、
論
文
の
出
版
多
数
。

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
「
つ
な
が
る
」
こ
と
に
よ
り
新
た
な
付
加
価
値
が
創
出
さ
れ
る

産
業
社
会
（Connected Industries

）
で
は
、「
新
た
な
情
報
財
」
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ

の
利
活
用
促
進
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
技
術
・
社
会
の
進
展
に
即
し
て
臨
機
応
変
に
と

る
必
要
が
あ
る
。

　

現
行
法
上
も
、
深
層
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
習
済
み
モ
デ
ル
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
パ
ラ
メ
ー
タ
の
組

み
合
わ
せ
）
は
特
許
権
や
著
作
権
の
保
護
対
象
で
あ
る
し
、
著
作
物
が
含
ま
れ
る
学
習
用
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
著
作
権
法
の
権
利
制
限
規
定
の
拡
充
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
道
具
と
し
て
生
成

さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
生
成
過
程
に
人
間
の
創
作
的
寄
与
が
あ
れ
ば
著
作
権
、
特
許
権
等
の
保
護
対
象

に
な
る
。
ま
た
、
秘
密
管
理
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
営
業
秘
密
と
し
て
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
り
保
護

さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
こ
う
し
た
国
際
的
に
共
通
す
る
現
行
の
知
的
財
産
制
度
の
保
護
要
件
を
満
た
さ
な
い

デ
林 

い
づ
み
（
は
や
し
・
い
づ
み
）
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
採
る
べ
き
か
。

そ
の
際
に
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克
服
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 「

幹
の
太
い
技
術
」
を
育
て
る
、

基
礎
研
究
の
評
価
の
見
直
し
を

清
水 

洋

一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授

研
究
を
担
う
た
め
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

米
国
で
は
国
防
総
省
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
等
が
基
盤
的
な
研
究
費
を
支
出
し
て
き
た
が
、
日
本
に
は
そ

う
し
た
役
割
を
担
う
組
織
が
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
大
企
業
が
基
礎
研
究
を
担
っ
て
き
た
側
面
が
あ
る

が
、
近
年
は
環
境
変
化
も
激
し
く
、
今
後
は
期
待
で
き
な
い
。
い
ま
こ
そ
、
国
の
研
究
機
関
や
大
学
等

は
、
そ
う
し
た
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
が
、
違
う
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　

日
本
の
大
学
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
米
国
に
比
べ
て
基
礎
研
究
の
比
率
が
高
か
っ
た
が
、
近
年
、

立
場
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
産
学
連
携
の
掛
け
声
の
も
と
、
日
本
で
は
、
特
許
取

得
や
上
市
状
況
な
ど
、
目
に
見
え
る
成
果
が
求
め
ら
れ
る
過
程
で
基
礎
研
究
が
減
少
し
て
き
た
一
方
で
、

米
国
は
、
基
礎
研
究
を
増
や
し
な
が
ら
産
学
連
携
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
企
業
の
新
規
参
入
を
促
進
す
る
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ
う
。
自
動
運
転
や
民

泊
等
と
い
っ
た
新
し
い
分
野
に
は
ま
だ
明
確
な
ル
ー
ル
が
存
在
せ
ず
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
大
き
い
。
こ

う
し
た
新
し
い
分
野
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
や
利

害
関
係
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
規
参
入
企
業
の
存
在
が
鍵
と
な
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
企
業
の
戦
略
や
組
織
構
造
、
産
業
組
織
の
観
点
か
ら
、
特
に
長
期
的
な
パ
タ
ー
ン
変
化
に

着
目
し
て
歴
史
的
に
分
析
。
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス

Ｐ
ｈ
．Ｄ
．取
得
。ア
イ
ン
ト
ホ
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル・フ
ェ
ロ
ー
等
を
経
て
、二
〇
一
七
年
よ
り
現
職
。『
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
パ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
に
て
、
第
五
九
回
日
経
・
経

済
図
書
文
化
賞
、
第
三
三
回
組
織
学
会
高
宮
賞
を
受
賞
。
海
外
査
読
付
き
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
も
論
文
を
精
力
的
に
発
表
。

八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
「
産
業
革
命
」
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
の
は
、
特
定

の
用
途
、
つ
ま
り
炭
鉱
の
水
の
く
み
上
げ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
蒸
気
機
関
の
技
術
が
、
累

積
的
に
洗
練
さ
れ
な
が
ら
機
関
車
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
転
用
さ
れ
、
価
値
を
次
々

に
生
み
出
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

現
下
の
「
第
四
次
産
業
革
命
」
で
は
、
経
済
の
柱
と
な
る
「
幹
の
太
い
技
術
」
が
何
で
あ
る
の
か
、

ま
だ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
が
Ａ
Ｉ
で
あ
れ
、
新
た
な
情
報
通
信
技
術
で
あ
れ
、
革
命
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
価
値
を
も
た
ら
す
に
は
、
そ
の
技
術
が
あ
る
程
度
高
い
レ
ベ
ル
に
育
つ
ま
で
、
基
盤

と
な
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
研
究
状
況
に
は
、
早
期
に
応
用
に
集
中
し
、
幹
が
太
く
な
る
前
に
将
来
の
成
長
の

種
を
先
食
い
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
公
共
財
的
な
性
質
を
も
つ
幹
の
太
い
技
術
を
育
て
る
た
め
に

は
、
政
府
は
不
確
実
性
の
高
い
基
礎
研
究
の
成
果
の
評
価
を
見
直
し
、
国
の
研
究
機
関
や
大
学
が
基
礎

一
清
水 

洋
（
し
み
ず
・
ひ
ろ
し
）

清水洋〔2016〕

『ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション
―半導体レーザーの技術進化の日米比較』

有斐閣
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
採
る
べ
き
か
。

そ
の
際
に
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克
服
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 情

報
を
生
か
し
た
産
業
革
命
に
適
し
た

人
材
の
育
成

竹
村
彰
通

滋
賀
大
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長

　

日
本
の
製
造
業
は
ま
だ
強
い
。
第
四
次
産
業
革
命
に
お
い
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
く
な
か

で
は
、
そ
の
強
み
を
生
か
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
情
報
を
生
か
し
た
産
業
革
命
」
を
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
人
材
の
育
成
と
環

境
整
備
が
必
須
と
な
る
。

　

日
本
は
従
来
、
教
育
で
も
社
会
で
も
文
系
と
理
系
の
壁
が
厚
く
、
こ
の
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
で
の

デ
ー
タ
の
活
用
を
阻
害
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
は
、
い
ま
や
文
理
関
係
な
く
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
統
計
学
の
独

立
し
た
学
部
や
学
科
は
存
在
せ
ず
、
教
員
も
少
な
い
状
態
が
続
い
て
き
た
が
、
二
〇
一
七
年
春
か
ら
滋

賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
国
か
ら
は
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の

拠
点
校
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。
企
業
か
ら
も
、
デ
ー
タ
は
あ
る
も
の
の
分
析
・
評
価

で
き
る
者
が
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
素
養
を
身
に
付
け
た
人
材
は
ぜ
ひ
採
用
し
た
い
と
い
う
声
が
届
く
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
の
育
成
が
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
認
識
の
も
と
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
、
企
業
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講
義
や
連
携
教
育
、
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。

日
本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
専
門
に
学
ぶ
学
部
と
し
て
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
創
設
を
主
導
。
日

本
統
計
学
会
会
長
な
ど
も
歴
任
し
、
数
理
統
計
学
を
専
門
に
研
究
す
る
傍
ら
、
教
育
面
で
も
尽
力
し
て
き
た
。
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
統
計
学
部
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
．
取
得
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
統
計
学
部
客
員
助
教
授
、
パ
ー
デ
ュ
ー
大
学
統
計
学

部
客
員
助
教
授
、
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
、
同
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
系
研
究
科
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
よ

り
現
職
。
日
本
統
計
学
会
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
著
書
に
、『
現
代
数
理
統
計
学
』（
創
文
社
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
そ
れ
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
デ
ー
タ
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し
た
。
収
集
・
活
用
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
規
模
が
急
激
に
大
き
く
な
り
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り
定
着

し
た
。
デ
ー
タ
は
い
ま
や
重
要
な
経
営
資
源
で
あ
り
、「
二
一
世
紀
の
石
油
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
活
用
で
き
な
け
れ
ば
、
企
業
の
、
さ
ら
に
は
国
の
競
争
力
に
関
わ
っ
て
く
る
。
伝
統
的
に
製
造

業
が
強
か
っ
た
日
本
で
は
、
高
機
能
・
多
機
能
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
情
報
技
術
の
進
展
と

と
も
に
、
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
ニ
ー
ズ
を
見
い
だ
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅
力
を
高
め
、
適
切
な
提
案
を

す
る
こ
と
で
消
費
者
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
視
点
が
よ
り
重
要
と
な
っ
た
。
日
本
は
こ
う
し
た
発
想
の

転
換
に
遅
れ
た
一
方
で
、
米
国
は
元
来
、
デ
ー
タ
を
重
視
す
る
文
化
的
な
背
景
が
あ
り
、
統
計
学
の
教

育
体
制
も
整
っ
て
い
る
な
ど
、
デ
ー
タ
分
析
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
さ
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

情
報
分
野
で
競
争
優
位
を
獲
得
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

ス
竹
村
彰
通
（
た
け
む
ら
・
あ
き
み
ち
）

統計教育大学間連携ネットワーク監修、
美添泰人・竹村彰通・宿久洋編〔2017〕

『現代統計学』
日本評論社
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第
四
次
産
業
革
命

　日
本
の
競
争
力
に
か
げ
り

ビッ
グチ
ャン
スを

生か
せ！

急激に進む技術革新は世界の経済勢力図を変えようとしている。
日本が採るべき成長戦略を、5人の識者はどう考えているか。

知的財産制度

プラットフォームビジネス

課
題

 情報のプラットフォームで戦うな。日本の特徴
 を生かした「製品・サービスの共通の土台」
 で勝負せよ
 レギュラトリー・サンドボックス活用で競争的
 市場を創出せよ

 データは新たな情報財。保護より活用を
 優先せよ
本人関与の下で個人データを流通させる
 仕組みを作れ

技術と制度のイノベーション

課
題

 テクノロジー・シェーピング（技術を社会に
 フィットさせる）を促進せよ
 他方、社会的規模の実証環境で制度・法律
 のイノベーションを促進せよ

・「技術と社会制度のミスマッチ」が
　技術への懸念を生む

課
題

人材育成・活用

課
題

 データ活用の人材を育成せよ
 大学の文系・理系の壁に風穴を

・データ分析・評価できる人材不足
・文系・理系の分断がデータ活用を
　阻害

・圧倒的競争力の Google
・当面、日本は勝てず

・データ独占権やデータ規制の創設
　は、流通を阻害する恐れ

イノベーション促進
 不確実性の高い基礎研究の評価基準を
 見直し、地道な研究成果の蓄積を促せ
 国や大学が基礎研究を担える仕組みを

課
題

・応用研究に偏り、将来の成長の
　種を先食い
・ラディカルなイノベーションが不十分
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